
気象データを利用可能な統合型水素製造プロセス
シミュレーション技術の開発

研究概要
再生可能エネルギーを利用した水素・水素キャリア製造プロセスでは、
気象条件の変化により製造量も変動します．我々は気象データを用い
たプロセスシミュレーション技術を開発しました．

新規シミュレーション技術の概念図
プロセスシミュレーションでは、時間ステップ100 sオーダーでの計算
が必要となりますが、気象データは同様に高頻度とは限らない場合が
あります．そこで、我々は、確率密度分布と機械学習を融合させ、低頻
度気象データから高頻度気象データを合成する新規シミュレーション
技術を考案しました．
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Fig. 本手法で合成したデータの10分間
平均風速および最大瞬間風速の精度

Fig. 新規手法により評価した我が国に
おけるグリーンアンモニア合成ポテンシャルマップ
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